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主な内容　p2-3新年度予算　p4親善大使募集　p5市長への手紙
集計　p6人事異動　p7土地の埋立て　p8女

ひと
と男

ひと
のハーモニー　

p9-11後部座席シートベルト義務化、カップリングパーティー　など

表紙　3月29日に行われた、カナ
ダからの親善使節団とのさよなら
パーティの一コマ。（関連記事p4）
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稲
敷
市
予
算
の
概
要

平
成
20
年
度
の
予
算
総
額
は
２

９
９
億
２
８
７
８
万
円
で
、
前

年
度
に
対
し
て
39
億
３
３
４
５

万
円
（
11
・
６
％
）
の
減
と
な
り

ま
す
。こ
れ
は
障
が
い
者
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
と
防

災
行
政
無
線
個
別
受
信
機
設
置

事
業
が
完
了
し
た
こ
と
、
ま
た

老
人
保
健
制
度
が
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
変
わ
っ
た
こ
と
が

主
な
要
因
で
す
。

　
会
計
別
に
は
、
一
般
会
計
が

前
年
度
比
2
・
7
％
減
の
１
６

８
億
５
５
０
０
万
円
と
な
り
全

体
の
56
・
３
％
を
占
め
、
つ
づ

い
て
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

が
51
億
３
３
５
９
万
円（
17
・
２

％
）、介
護
保
険
特
別
会
計
23
億

４
３
１
３
万
円（
７
・
８
％
）、新

た
に
加
わ
っ
た
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
７
億
４
０
４
５
万

円（
２
・
５
％
）と
な
り
ま
す
。

　
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
20
億

３
９
８
４
万
円（
６
・
８
％
）、農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
４

億
９
９
５
３
万
円
（
１
・
７
％
）

と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
水
道
事
業
会
計
に
つ

い
て
は
合
計
で
前
年
度
比
３
・

９
％
減
の
17
億
８
１
０
８
万
円

（
５
・
９
％
）と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
の
概
要

平
成
20
年
度
は
第
１
次
稲
敷
市

総
合
計
画
に
示
さ
れ
た
将
来
像

「
み
ん
な
が
住
み
た
い
素
敵
な

ま
ち
」
の
柱
と
な
る
「
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
目
標
」
に
基
づ
き

予
算
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
た
な
施
策
と
し
て
は
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

▽
新
庁
舎
建
設
推
進
と
公
共
施

設
の
管
理
運
営
の
指
定
管
理
者

導
入

▽
自
主
財
源
の
確
保
と
し
て
、

市
税
を
中
心
に
財
源
の
的
確
な

把
握
と
収
納
対
策
の
強
化

▽
幼
児
教
育
一
元
化
を
目
指
し

て
、
江
戸
崎
幼
稚
園
、
江
戸
崎

第
１
・
第
２
保
育
所
を
統
合
す

る
幼
保
一
元
化
施
設
の
整
備

▽
障
が
い
者
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
の
開
設
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
体
制
を
確
立

▽
圏
央
道
の
江
戸
崎
イ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
は
今
年
度
に
、
ま
た
平

成
24
年
度
に
は
東
イ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
ま
で
開
通
す
る
こ
と
を

見
込
み
、
企
業
誘
致
の
促
進
を

す
る
体
制
作
り
。さ
ら
に
そ
の

波
及
効
果
を
活
か
し
た
観
光
事

平成20年度予算の概要　総額299億2,878万円

業
や
ア
ク
セ
ス
道
の
整
備

【
歳　
入
】

市
税　
地
域
経
済
が
回
復
基
調

に
あ
る
こ
と
を
基
本
に
、
法
人

税
、
固
定
資
産
税
の
増
収
に
よ

り
53
億
６
６
３
５
万
円
と
前
年

度
比
１
億
９
９
１
５
万
円（
３
・

９
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税　
地
域
再
生
対
策

費
の
導
入
に
よ
る
地
方
財
政
計

画
の
総
額
１
・
３
％
増
の
要
因

を
加
え
前
年
度
比
１
億
５
６
０

０
万
円
（
３
・
３
％
）
増
の
48
億

４
０
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。

国
県
支
出
金　
国
庫
支
出
金
は
、

旧
古
渡
橋
架
替
事
業
完
了
に
よ

り
10
億
４
３
５
３
万
円
と
前
年

度
比
９
７
５
１
万
円（
８・５
％
）

の
減
に
な
り
ま
す
。県
支
出
金

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
負

担
金
の
皆
増
が
要
因
と
な
り
８

億
５
４
３
２
万
円
と
前
年
比
２

２
９
０
万
円
（
２
・
８
％
）
増
と

な
り
ま
す
。

市
債　
13
億
３
６
０
０
万
円
と

な
り
前
年
度
比
４
億
６
５
３
０

万
円
（
25
・
８
％
）
の
減
に
な
り

ま
す
。こ
れ
は
障
が
い
者
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
及
び

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
整

繰入金：8億4,436万円

その他：10億1,791万円
一般会計歳入
168億5,500万円

自主財源
43.1％

市税：53億6,635万円

依存財源
56.9％

31.8％

5.0％

6.0％

28.7％

7.9％

6.2％

諸収入：5億3,469万円
繰越金：2億円3.2％

1.2％
1.9％地方交付税：48億4,000万円

市債：13億3,600万円

国庫支出金：10億4,353万円

5.1％
3.0％

地方譲与税：4億9,800万円

県支出金：8億5,432万円

分担金及び負担金、使用料及び手
数料、財産収入、寄付金

地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、
自動車取得税交付金、地方特例交付金、株式
等譲渡所得割交付金、利子割交付金、交通安
全対策特別交付金、配当割交付金

その他：3億1,980万円

平成20年度予算は、昨年度以上に、行財政改革の推進に重点を置き、経費の見直し
と歳出の削減に務めます。その上で市民のニーズに反映した、より効果的で効率的
な財政運営を「第1次稲敷市総合計画」にそって進めるよう編成しています。概要に
ついてお知らせします。（金額は1万円未満切り捨て、構成比の合計は表示単位未満の四捨
五入の関係で、積み上げと合計が一致しない）

「みんなが住みたい素敵なまち」を目指して
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会計別予算額

一般会計	 168億5,500万円	（-2.7％）
特別会計
国民健康保険	 51億3,359万円	（-5.7％）
老人保健	 4億2,132万円	（-90.3%）
公平委員会	 22万円	（17.1%）
農業集落排水事業	 4億9,953万円	（20.1%）
公共下水道事業	20億3,984万円	（0.3%）
介護保険	 23億4,313万円	（3.1%）
浮島財産区　	 134万円	（-52.1%）
古渡財産区	 361万円	（0.6%）
基幹水利施設管理事業	 1億962万円	（-8.2%）
後期高齢者医療	 7億4,045万円	（皆増）

企業会計
水道事業	 17億7,243万円	（-3.9%）
工業用水道事業	 865万円	（1.2%）
合計	 299億2,878万円	（-11.6%）
※（　％）は前年度比較

議会費、商工費、諸支出金、災害復旧費、予備費

民生費：44億1,016万円

教育費：25億8,874万円

土木費：20億52万円

26.2％

15.4％

13.4％
11.9％

9.9％

9.0％

6.5％

5.4％

2.6％

総務費：22億5,431万円

衛生費：16億5,963万円

公債費：15億1,070万円

農林水産業費：10億8,915万円

消防費：9億880万円

その他：4億3,294万円
一般会計歳出
168億5,500万円

その他：2億4,832万円  
　　　　　　　　1.5％

一般会計性質別歳出予算　168億5,500万円

義務的経費：74億1,749万円
（人件費、扶助費、公債費）

物件費：
23億7,879万円

補助費等：
29億6,024万円

繰出金：
23億1,987万円

44.0％ 14.1％ 17.6％ 13.8％ 　9.1％

投資的経費：
15億3,026万円

問い合わせ　稲敷市財政課（江戸崎庁舎）
　　　　　　☎029-892-2000（内線2800）

備
事
業
が
完
了
し
た
た
め
で
す
。

ま
た
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
地

方
交
付
税
と
同
様
に
地
方
財
政

計
画
に
基
づ
き
、
前
年
度
比
５

１
０
０
万
円
（
７
・
７
％
）
減
の

６
億
９
０
０
万
円
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

繰
入
金　
前
年
度
よ
り
３
億
３

８
３
７
万
円（
28
・
６
％
）
の
減

に
な
り
ま
す
が
、
財
政
調
整
基

金
か
ら
４
億
３
０
０
０
万
円
、

下
水
道
事
業
基
金
か
ら
２
億
円

な
ど
総
額
で
８
億
４
４
３
６
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

【
歳　
出
】

歳
出
総
額
に
占
め
る
割
合
は
民

生
費
が
最
も
多
く
44
億
１
０
１

６
万
円（
26
・
２
％
）、次
い
で
教

育
費
25
億
８
８
７
４
万
円

（
15
・
４
％
）、
総
務
費
22
億
５

４
３
１
万
円（
13
・
４
％
）土
木

費
20
億
５
２
万
円（
11
・
９
％
）

の
順
と
な
り
ま
す
。

前
年
度
と
比
較
し
て
、
伸
び
た

費
目
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
が

税
源
移
譲
に
伴
う
税
還
付
金
、

退
職
特
別
負
担
金
の
増
な
ど
に

よ
り
２
億
４
４
２
６
万
円

（
12
・
２
％
）の
増
、
商
工
費
で

は
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に

よ
る
、
え
ど
さ
き
笑
遊
館
活
用

事
業
の
新
規
計
上
な
ど
に
よ
り

５
２
４
２
万
円
（
49
・
４
％
）
の

増
、
教
育
費
で
は
桜
川
中
学
校

改
築
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
が
、

新
規
事
業
と
し
て
幼
保
一
元
化

施
設
整
備
事
業
の
建
設
工
事
が

始
ま
る
た
め
、
１
億
２
６
１
４

万
円
（
５
・
１
％
）
の
増
と
な
り

ま
す
。

　

一
方
、
減
少
し
た
費
目
は
、

民
生
費
で
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
建
設
事
業
が
完
了
し
た
た

め
、
４
億
２
７
２
０
万
円（
８
・

８
％
）の
減
、消
防
費
で
は
防
災

行
政
無
線
戸
別
受
信
機
整
備
事

業
の
完
了
に
よ
り
２
億
１
０
８

１
万
円
（
18
・
８
％
）
の
減
と
な

り
ま
す
。
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思
い
出
に
残
る
貴
重
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

今
年
も
カ
ナ
ダ
・
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
へ
中
・
高
生
を
派
遣

カナダからの親善使節団が来訪！
ホームステイやパーティで市民との交流！

３月23日から3月30日の8日間にかけ、姉妹都市であるサー
モンアーム市より30名（大人7名、中学生23名）の使節団が稲敷
市を訪問しました。それぞれが市内のお宅にホームステイし、
また帰国前日には「さよならパーティ」に参加して日本の文化
に触れながら友好を深めました。
　今回、ホストファミリーとして28家族の方々が受け入れに
協力していただきました。
　ご協力ありがとうございました。　

今
年
の
夏
、
稲
敷
市
で
は
第
４

回
青
少
年
親
善
大
使
海
外
派
遣

事
業
と
し
て
、
姉
妹
都
市
カ
ナ

ダ
・
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
へ
中

学
生・高
校
生
を
派
遣
し
ま
す
。

　
一
週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
生

活
を
通
じ
、
カ
ナ
ダ
の
大
自
然

の
中
で
貴
重
な
海
外
で
の
家
庭

生
活
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
ぜ
ひ
カ

ナ
ダ
へ
！
き
っ
と
忘
れ
ら
れ
な

い
貴
重
な
感
動
が
待
っ
て
い
ま

す
！

派
遣
期
間
：
８
月
6
日（
水
）〜

16
日（
土
）11
日
間

募
集
人
員
：
20
名（
市
内
在
住
の

中
・
高
校
生
）

※
応
募
者
が
10
名
未
満
の
場
合

は
中
止
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間
：
5
月
7
日（
水
）〜 

30
日（
金
） 

※
土
日
、
祝
日
を
除

く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5
時 

（
応
募
書
類
配
布
も
同
様
）

応
募
資
格
：
稲
敷
市
在
住
の
中

学
生
・
高
校
生
で
あ
る
こ
と
。

／
心
身
が
健
康
で
、
協
調
性
に

富
み
、
規
律
あ
る
団
体
行
動
お

よ
び
生
活
が
で
き
る
方
。
／
帰

国
後
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ

な
ど
の
、
国
際
交
流
推
進
事
業

に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
方
。

／
過
去
に
国
・
市
町
村
の
行
う

同
種
の
派
遣
事
業
へ
参
加
し
て

い
な
い
方
。

応
募
方
法
：
応
募
希
望
者
は
、

応
募
書
類
を
5
月
30
日
ま
で

に
、
稲
敷
市
企
画
課
ま
た
は
各

庁
舎
総
合
窓
口
課
ま
で
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

応
募
書
類
：
参
加
申
込
書
（
写

真
1
枚
添
付
）※
保
護
者
の
承
諾

が
必
要
で
す
。応
募
書
類
は
、

稲
敷
市
企
画
課
・
各
総
合
窓
口

課
・
市
内
各
中
学
校
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
。

派
遣
者
の
選
考
お
よ
び
決
定
：

選
考（
抽
選
の
場
合
あ
り
）後
、本

人
宛
に
通
知
し
ま
す
。

経
費
負
担
：
経
費
総
額
は
、
約

33
万
円
の
予
定
で
す
。た
だ
し
、

15
万
円
を
上
限
と
し
て
総
経
費

の
１
／
２
を
助
成
し
ま
す
。※

パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
に
要
す
る
費

用
（
約
1
万
円
）
と
小
遣
い
な
ど

個
人
的
費
用
は
参
加
者
負
担
。

参
加
人
数
や
燃
油
特
別
付
加
運

賃
に
よ
り
経
費
負
担
額
の
変
更

あ
り
。

●
稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
２
６
０
５
）

	 派遣日程（予定）
８月6日		 成田からサーモンアームへ	 ホームステイ
　　7日〜12日	 サーモンアーム滞在	 	 ホームステイ
　　13日	 バンフ市へバス移動	 	 市内観光
　　14日	 バンフ近郊観光	 	 	 コロンビア大氷原等
　　15日	 カルガリーからバンクーバーへ	 国内線から国際線へ乗換え
　　16日	 成田到着	

昨年のサーモンアーム派遣や今
年のホームステイの様子は市の
ホームページでご覧になれます。
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まちづくりにあなたの声を
市長への手紙
市民の皆さまのご意見・ご提案をお待ちしています

「
市
長
へ
の
手
紙
（
住
民
提
案
カ

ー
ド
）」
は
、
皆
さ
ま
の
声
を
反

映
さ
せ
た
住
民
参
加
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
的
に
し
た
、
手
紙
に

よ
る
提
案
制
度
で
す
。

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」は
、
年
２

回
広
報
紙
に
折
り
込
む
と
と
も

に
、
市
役
所
各
庁
舎
を
は
じ
め

市
の
公
共
施
設
に
置
い
て
あ
り

ま
す
。稲
敷
市
の
今
後
の
ま
ち

行財政
　健全な自治体経営の推進	 16件
　公共施設の管理と適正配置	 8件
　広報・広聴	 １件
市民参画
　情報公開・個人情報の保護	 １件
教育・文化
　幼児教育	 2件
　義務教育	 9件
　生涯学習の推進	 4件
　スポーツ振興	 ３件
　青少年健全育成	 １件
保健・福祉
　地域福祉	 5件
　介護保険制度	 １件
　高齢者福祉	 ３件
　障害者福祉	 1件
　子育て支援の充実	 8件
　地域医療体制の充実	 ３件

平成19年度「市長への手紙」内容別集計

　国民健康保険・国民年金	 　2件
産業
　農業・水産業の振興	 2件
　観光の振興	 3件
都市基盤・生活環境
　計画的土地利用の推進	 1件	
　住宅・住環境	 8件
　道路	 10件
　公共交通	 5件
　公園・緑地	 3件
　生活排水対策	 3件
　防災	 1件
　消防・救急	 2件
　交通安全	 2件
　消費生活	 1件
環境保全・自然環境
　地球環境の保全と循環型社会の構築	 2件
　公害対策・環境美化の推進	 2件

い
ま
す
。

　
ご
提
案
を
い
た
だ
け
る
方
は

注
意
事
項
を
ご
確
認
の
う
え
、

切
手
を
貼
ら
ず
に
郵
便
ポ
ス
ト

に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
４
月
か
ら
今
年
３
月
ま

で
に
寄
せ
ら
れ
た
93
通
１
１
３

件
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。（
一
つ
の
手
紙
に
複
数
の
提
案

な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
紙
の

数
と
提
案
数
は
一
致
し
ま
せ
ん
。）

　

ご
提
案
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
（
江
戸

崎
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
２
４
０
０
）

づ
く
り
の
た
め
に
日
ご
ろ
市
民

の
皆
さ
ま
が
考
え
て
い
る
こ
と
、

望
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ま
か
ら
届
い
た
手
紙
は
、

す
べ
て
市
長
が
読
み
、
関
係
各

課
に
回
付
し
、
市
政
運
営
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。ま
た
、
提
案
者
に
は
で
き

る
限
り
文
書
な
ど
で
回
答
し
て



広報稲敷平成20年5月号　6

職
員
人
事
異
動

　
４
月
１
日
付
、課
長
級
以
上

【
市
長
公
室
】

▽
秘
書
広
聴
課
＝
課
長
・
津
本

義
衛
（
会
計
課
長
）
▽
企
画
課
＝

課
長
・
飯
田
光
男
（
農
政
課
長
）

▽
企
画
課
企
業
誘
致
推
進
室
＝

室
長
・
川
上
俊
夫（
管
財
課
長
）

【
総
務
部
】

▽
管
財
課
＝
課
長
・
櫻
井
郁
雄

（
秘
書
広
聴
課
長
）
▽
新
利
根
総

合
窓
口
課
＝
課
長
・
寺
田
寛
志

（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

▽
桜
川
総
合
窓
口
課
＝
課
長
・

秋
本
隆
（
企
画
課
長
）
▽
東
総
合

窓
口
課
＝
課
長
・
村
田
一
男（
東

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

【
市
民
生
活
部
】	

	

▽
市
民
課
＝
課
長
・
糸
賀
正
志

（
同
課
長
補
佐
）

【
保
健
福
祉
部
】

▽
児
童
福
祉
課
＝
課
長
・
寺
内

照
雄
（
同
課
長
兼
江
戸
崎
第
二
保

育
所
長
）
▽
江
戸
崎
第
二
保
育

所
＝
所
長
・
坂
本
和
美（
商
工
観

光
課
長
）
▽
健
康
増
進
課
＝
課

長
・
川
上
晋
（
生
涯
学
習
課
課
長

補
佐
）

【
産
業
建
設
部
】	
	

▽
部
長
・
久
保
木
善
信（
産
業
建

設
部
次
長
）
▽
農
政
課
＝
課
長
・

森
川
春
樹
（
市
民
課
長
）
▽
商
工

観
光
課
＝
課
長
・
郡
司
孝
（
生

涯
学
習
課
課
長
補
佐
）

【
教
育
員
会
】	

	

▽
学
校
教
育
課
＝
課
長
・
松
田

文
次（
新
利
根
総
合
窓
口
課
長
）

▽
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
＝
所

長
・
柳
町
行
夫（
新
利
根
水
道
事

務
所
長
）
▽
新
利
根
幼
稚
園
＝

園
長
・
鳥
羽
美
代
子
（
同
教
頭
）

▽
桜
川
幼
稚
園
＝
園
長
・
根
本

百
合
子
（
み
の
り
幼
稚
園
教
頭
）

▽
江
戸
崎
公
民
館
＝
館
長
・
内

田
恒
雄
（
健
康
増
進
課
長
）
▽
あ

ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
＝
所

長
・
大
嶋
順（
東
総
合
窓
口
課
長
）

【
出
納
室
】	

▽
会
計
課
＝
課
長
・
飯
塚
雅
江

（
学
校
教
育
課
長
）

【
農
業
委
員
会
】	

▽
農
業
委
員
会
事
務
局
＝
局

長
・
内
田
和
雄（
江
戸
崎
公
民
館

長
）

【
水
道
局
】	

▽
業
務
課
＝
課
長
・
森
田
勝
男

（
桜
川
水
道
事
務
所
長
）
▽
工
務

課
＝
課
長
・
宮
本
典
明（
江
戸
崎

水
道
事
務
所
長
）	

【
派
遣
等
】

江
戸
崎
地
方
衛
生
土
木
組
合
＝

事
務
局
長
・
秦
野
光
吉（
産
業
建

設
部
長
）

退
職
３
月
31
日
発
令

土
肥
徳
良
（
江
戸
崎
地
方
衛
生
土

木
組
合
事
務
局
長
）、
高
田
泰
明

（
桜
川
総
合
窓
口
課
長
）、
蛯
原
寛

（
東
水
道
事
務
所
長
）、
高
橋
秀
夫

（
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所

長
）、飯
塚
き
よ
子（
桜
川
幼
稚
園

長
）、野
口
美
代
子（
江
戸
崎
総
合

窓
口
課
長
補
佐
）、
中
泉
政
子（
江

戸
崎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長
）、

中
村
美
津
子
（
新
利
根
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
主
査
）、
川
口
栄
子（
江

戸
崎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員
）、

黒
田
春
江
（
浮
島
小
学
校
調
理

員
）、
根
本
米
子（
東
中
学
校
用
務

員
）、
岡
沢
あ
さ
子
（
総
務
部
次

長
）、
田
所
洋
一
（
収
納
対
策
室

長
）、久
保
木
栄
子（
東
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
調
理
員
）

新
採

企
画
課
＝
主
事
・
佐
藤
美
由
紀
、

都
市
計
画
課
＝
主
事
・
吉
岡
宏

彰
、
保
険
課
＝
主
事
・
船
串
弘

樹
、
税
務
課
収
納
対
策
室
＝
主

事
・
久
保
木
宏
一
、
秘
書
広
聴

課
＝
主
事
・
栗
山
大
治
、
管
財

課
＝
主
事
・
岡
野
雅
樹
、
高
齢

福
祉
課
＝
主
事
補
・
村
山
知
営
、

歴
史
民
俗
資
料
館
＝
主
事
補
・

渡
辺
健
夫
、
桜
川
幼
稚
園
＝
教

諭
・
平
山
恵
、
み
の
り
幼
稚
園

＝
教
諭
・
板
橋
弘
実

市職員人事異動

４月1日付けで人事異動がありました。対象者は185
人。紙面の都合上、課長職以上の異動職員を掲載します。
また、退職者、新規採用者に就いても合わせてお知らせ
します。

●稲敷市総務課人事給与係（江戸崎庁舎）
☎ 029-892-2000（内線 2210）

平成20年度の人事異動がありました
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る
と
、
後
で
信
頼
の
お
け
な
い

業
者
と
分
か
っ
て
も
違
約
金
な

ど
の
事
を
考
え
、
業
者
の
言
い

な
り
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
悪
質
な
業
者
に
か
か
る
と
契

約
を
盾
に
と
り
、
建
設
残
土
や

産
業
廃
棄
物
な
ど
を
大
量
に
投

棄
し
て
し
ま
い
、
最
後
に
は
業

者
が
逃
げ
て
し
ま
う
こ
と
さ
え

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、

投
棄
さ
れ
た
建
設
残
土
や
産
業

廃
棄
物
な
ど
の
後
始
末
は
土
地

所
有
者
の
責
任
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。こ
の
点
に
留
意
し
、

く
れ
ぐ
れ
も
業
者
の
巧
み
な
誘

い
に
乗
ら
な
い
よ
う
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

情
報
提
供
を

お
願
い
し
ま
す

市
や
県
で
は
、
不
適
切
な
埋
立

て
な
ど
の
行
為
を
防
ぐ
た
め
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報

提
供
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　
不
審
な
埋
立
て
な
ど
を
見
か

け
た
ら
、
市
生
活
環
境
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

土
地
の
埋
立
て
を

行
う
に
は

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
違

法
埋
立
て
が
全
国
的
に
問
題
化

し
て
い
ま
す
。

　
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立

て
な
ど（
埋
立
て・盛
土・た
い
積
）

を
行
う
場
合
は
、「
稲
敷
市
土

砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立
て
等

の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
に
よ

る
許
可
が
必
要
で
す
。無
届
に

よ
る
埋
立
て
や
産
業
廃
棄
物
に

よ
る
埋
立
て
な
ど
を
行
っ
た
場

合
は
関
係
法
令
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

　
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋
立

て
な
ど
を
行
う
面
積
が
５
０
０

平
方
㍍
以
上
５
０
０
０
平
方
㍍

未
満
、
ま
た
は
埋
立
て
な
ど
に

使
用
す
る
土
砂
な
ど
が
５
０
０

立
方
㍍
以
上
の
場
合
は
市
の
許

可
が
必
要
と
な
り
ま
す
し
、
面

積
が
５
０
０
０
平
方
㍍
以
上
の

場
合
に
は
県
の
許
可
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
「
稲
敷
市
土
砂
等
に
よ
る
土

地
の
埋
立
て
等
の
規
制
に
関
す

る
条
例
」
で
は
、
土
地
所
有
者

の
方
も
事
業
者
と
同
様
の
責
務

が
生
じ
ま
す
。土
砂
等
に
よ
る

適用範囲

市条例許可

▷埋立て等を行う面積が、500平方㍍以上5,000平
　方㍍未満の場合
▷埋立て等に使用する土砂などが、500立方㍍以上
　の場合
※上記どちらかでも該当する場合は許可が必要

県条例許可 ▷埋立て等を行う面積が、5,000平方㍍以上の場合

市では、住民の皆さんの健康で安全かつ快適な生活を確保す
ることを目的として、自然環境・生活環境の保全から、土砂等
による土地の埋立て（埋立て・盛土・たい積）について、「土砂等
による土地の埋立て等の規制に関する条例」を定めています。
対象となる事業などを実施する場合は、事前申請と市長の許
可などが必要です。

●稲敷市生活環境課（桜川庁舎）
☎ 029-892-2000（内線 4405）

土
地
の
埋
立
て
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
場
合
は
、
所
定
の
手
続

き
を
し
た
う
え
で
事
業
を
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

悪
質
業
者
に
は

十
分
ご
注
意
を
!!

「
良
い
土
が
あ
る
の
で
、
無
料

で
埋
立
て
ま
す
」「
工
事
用
の

土
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
置
か
せ
て

く
だ
さ
い
」「
優
良
農
地
に
造

成
し
ま
す
」
な
ど
と
言
葉
巧
み

に
地
主
に
了
解
を
と
り
、
市
や

県
の
許
可
を
受
け
ず
に
土
砂
な

ど
の
搬
入
を
は
じ
め
、
山
の
よ

う
に
建
設
残
土
を
盛
土
し
た
り
、

山
林
な
ど
の
傾
斜
地
に
投
棄
し

て
し
ま
う
悪
質
な
ケ
ー
ス
が
各

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
安
易
に

口
頭
で
了
解
し
て
し
ま
っ
た
り
、

書
類
に
判
を
押
し
た
り
、
金
銭

を
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
り
す

自然環境・生活環境の保全のため
土砂等による土地の埋立てには許可が必要です
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女
ひと
と男
ひと
のハーモニー

男女共同参画とは、女性にとっても男性にとっても幸
せな社会をつくっていくことです。
男性も女性も心を合わせ協力し合い、美しいハーモ
ニーを奏でながらともに歩んでいきましょう 。

●稲敷市秘書広聴課女性行政係（江戸崎庁舎）
☎ 029-892-2000（内線 2403）

男女共同参画社会を目指して

♥やわらかい社会
　　柔軟な発想、多様な個性を柔軟に受け入れる
♥やりたいことができる社会
　　個性、能力が発揮でき、さまざまな生き方、働き方ができる
♥やり直しのきく社会
　　再チャレンジができ、さまざまな生き甲斐をみつけられる
♥やすらぎのある社会
　　仕事と生活の調和がとれる
♥やさしく楽しい社会
　　男女が分かり合い、優しくなれる。男女一緒に楽しくやれる

男女共同参画社会が目指す…５つの「や」

県女性海外派遣事業
県では、「ハーモニーフライトいばらき2008」の参加者を募
集します。地域の女性リーダーを育成するため、男女共同参
画をはじめ、環境・福祉・教育のテーマについて海外研修を
実施します。
◇研修先：スウェーデン、ドイツ
◇派遣期間：10月22日（水）～ 10月30日（木）
※３回の事前研修と１回の事後研修（いずれも１泊２日）有
◇参加費：25万円程度（渡航経費の1/2、事前・事後研修費として）
◇募集期間：4月14日（月）～ 5月14日（水）
◇募集人員：17名
◇応募資格：30歳以上61歳未満で、日本国籍を有し、5年
以上県内に居住している女性（県主催の海外派遣事業の経験者、
議員、公務員は応募できません。年齢は4月1日現在）

◇応募方法：申込書等関係書類を市役所秘書広聴課へ提出

あなたも参加してみませんか
女
ひと
と男
ひと
 いなしき蒼

か ぜ
風の会

稲敷の地に男女共同参画のさわやかな蒼い風が
吹き渡ることを願い、昨年の９月に設立されま
した。男女が支えあい、誰もが自分らしく輝い
て生きられる社会の実現という大きな目標に向
かって活動を行っています。
　具体的な活動内容は、男女共同参画について
の学習や研究、実践活動、市が実施する事業へ
の協力などです。今年度は市と協力し、皆さん
に分かりやすく、楽しく理解してもらえるよう
なセミナーなどの開催を予定しています。
一緒に活動できる方を随時募集していますので、
参加してみたい方は、市役所秘書広聴課へお問
い合せください。
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ホームページ http://chiyodalaw.jp/ 携帯はこちら・http://chiyodalaw.jp/i/
東京都千代田区四番町 4-8 野村ビル 4階（麹町駅徒歩 3分、市ヶ谷駅徒歩 5分）

0 3 - 5 2 2 6 - 3 0 6 0

ち よ だ 総 合 法 律 事 務 所
債務整理／破産／その他民事／刑事

クレジット・サラ金等でお困りの方　取り立てストップします

電 話 法 律 相 談
毎月の返済に行き詰まった方も
今はまだ返済できている方も
まずはお気軽にお電話を！

◆費用分割相談可◆
弁護士河嶋卓也（第二東京弁護士会）
弁護士岡部眞也（東京弁護士会）

市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：1万円

広告募集

●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線 5209）

男
女
に
出
逢
い
の
場
を

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者
募
集

稲
敷
市
、
稲
敷
市
商
工
会
青
年

部
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
「
第
一
回

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
」

を
牛
久
市
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ
内

レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
開
催
し
ま
す
。

こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
よ
り
多
く

の
人
に
出
逢
い
の
チ
ャ
ン
ス
を

提
供
し
よ
う
と
開
催
さ
れ
る
も

の
で
会
場
は
お
い
し
い
料
理
を

楽
し
み
な
が
ら
の
気
軽
な
雰
囲

気
で
す
。　
▽
日
時
：
５
月
31

日
（
土
）
午
後
６
時
〜　

▽
会

場
：
牛
久
市
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ
ヤ

内「
ラ
・
テ
ラ
ス
・
ド
ゥ
・
オ
エ

ノ
ン
」　

▽
参
加
料
：
１
０
０

０
円(

女
性)

・
５
０
０
０
円(

健
康
な
体
づ
く
り
を

　
　
介
護
予
防
研
修
会
を
開
催

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
士
の
浅
野

有
信
氏
を
迎
え
、
講
演
会
を
行

い
ま
す
。テ
ー
マ
「
ワ
ッ
ハ
ッ

ハ
ッ
芯
体
操
」
姿
勢
と
呼
吸
を

整
え
、
自
律
神
経
の
働
き
を
調

整
し
、
か
ら
だ
が
喜
ぶ
体
力
づ

く
り
の
お
話
で
す
。ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。　
▽
日
時
：

６
月
21
日（
土
）午
前
10
時
〜
11

時
30
分　
▽
会
場
：
江
戸
崎
公

民
館
、
大
ホ
ー
ル　

▽
参
加

費
：
無
料　
▽
申
込
先
：
５
月

26
日（
月
）〜
６
月
10
日（
火
）稲

敷
市
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ　

道
路
交
通
法
の
一
部
改
正

　
後
部
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
義
務
化

る
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

1
自
転
車
利
用
者
対
策

①
自
転
車
歩
道
通
行
可
の
標
識

が
な
い
歩
道
で
も
、
児
童
や
幼
児

が
普
通
自
転
車
を
運
転
す
る
場

先
月
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た

が
、
昨
年
６
月
の
改
正
道
路
交
通

法
で
、
悪
質
、
危
険
運
転
の
罰
則

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。２
年
間
を

か
け
て
段
階
的
に
施
行
さ
れ
ま

す
。６
月
19
日
ま
で
に
施
行
さ
れ

男
性)　

▽
参
加
資
格
：
20
歳

以
上
の
独
身
女
性
、
40
歳
く
ら

い
ま
で
の
独
身
男
性
（
稲
敷
市

に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方
優
先
）

　

▽
募
集
人
数
：
48
人(

男
女

各
24
人)　

▽
申
込
：
電
話
か
Ｆ

Ａ
Ｘ(

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
住
所
・

連
絡
先
を
明
記)

に
て
、
５
月
20

日（
火
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
商
工
会
（
担
当
：
斉

藤
・
古
川
）　

☎
０
２
９ｰ

８
９

２ｰ

２
６
０
３
／
fax
０
２
９ｰ

８

９
２ｰ

４
９
６
４

HPe-seinenbu.com
/

☎
０
２
９
７ｰ

６
３ｰ

１
０
０
４

※
送
迎
希
望
の
方
は
申
込
時
に

相
談
く
だ
さ
い
。

合
や
、
車
道
を
通
行
す
る
こ
と

が
危
険
な
場
合
な
ど
、
例
外
的

に
歩
道
を
通
行
で
き
ま
す
。

②
児
童
や
幼
児
が
自
転
車
を
運

転
す
る
場
合
や
補
助
い
す
に
乗

車
さ
せ
る
場
合
に
は
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
着
用
さ
せ
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2
被
害
軽
減
対
策

運
転
者
は
後
部
座
席
に
人
を
乗

せ
る
と
き
に
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

3
高
齢
運
転
者
対
策

75
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
は

「
高
齢
者
マ
ー
ク
」
の
表
示
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

●
稲
敷
警
察
署 

☎
０
２
９
︲

８
９
３
︲
０
１
１
０
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20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年

金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険

料
の
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま

す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
申
請

に
よ
っ
て
在
学
中
の
保
険
料
納

付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。国
民
年
金
の
保
険
料
が
未

納
に
な
っ
て
い
る
と
、
万
一
、

病
気
や
ケ
ガ
で
重
い
障
害
が
残

っ
た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
が

受
け
取
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
学
生
納
付
特
例
が
承
認

さ
れ
た
期
間
は
生
涯
年
金
の
受

給
資
格
要
件
に
含
ま
れ
ま
す
。

学
生
で
あ
っ
て
所
得
が
少
な
く

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
必
ず
学
生
納
付
特
例
を
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、
学

生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

期
間
は
、
将
来
の
老
齢
基
礎
年

金
の
年
金
額
の
計
算
に
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
。将
来
の
年
金
額
を

減
ら
さ
な
い
た
め
に
、
承
認
を

受
け
て
か
ら
10
年
間
の
う
ち
に

保
険
料
を
納
付（
追
納
）す
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
承
認
を
受
け
た
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に

追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険

料
に
一
定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま

す
）

▽
対
象
者
：
大
学
、
短
期
大
学
、

大
学
院
、
各
種
学
校
等
に
在
学

す
る
20
歳
以
上
の
学
生　

▽
申
請
先
：
住
民
票
を
登
録
し

て
い
る
市
役
所
の
国
民
年
金
担

当
窓
口
に
学
生
証
か
在
学
証
明

書
を
提
出

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所 

☎

０
２
９ｰ

８
２
４ｰ
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係
（
桜

川
庁
舎
）　

☎
０
２
９ｰ

８
９
２ｰ

２
０
０
０（
内
線
４
６
０
９
）

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付

　
　
　
　
学
生
納
付
特
例
制
度

農
業
で
使
用
し
不
用
に
な
っ
た

水
稲
育
苗
箱
は
、
産
業
廃
棄
物

と
し
て
適
正
に
処
理
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

稲
敷
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
収
集
対
策
協
議
会
で
は
、
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
、
不
用
水
稲
育
苗

箱
の
無
料
回
収
を
実
施
し
ま
す
。

回
収
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
枚

数
を
確
認
の
う
え
下
記
ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
回
収
日
・

回
収
場
所
に
つ
い
て
は
、
申
込
み

の
方
へ
の
ち
ほ
ど
通
知
し
ま
す
）

▽
申
込
期
限
：
５
月
20
日（
火
）

ま
で　
▽
申
込
先
：
稲
敷
市
農

業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
対

策
協
議
会
事
務
局

●
市
役
所
東
庁
舎
農
政
課　
☎

０
２
９
９ｰ

７
８ｰ

３
３
８
５

不
用
品
回
収
の
案
内

　
　
　
　
　
水
稲
育
苗
箱
の
無
料
回
収

軽
自
動
車
税
の
案
内

　
　
　
　
　
納
税
は
６
月
２
日
ま
で
に

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。納
税
通
知
書
が
届
き
ま

し
た
ら
、
６
月
２
日
ま
で
に
納

税
を
お
願
い
し
ま
す
。な
お
、

身
体
障
害
者
の
方
（
要
件
あ
り
）

に
は
減
免
制
度
も
あ
り
ま
す
。

今
年
初
め
て
減
免
制
度
を
受
け

る
方
は
、
桜
川
庁
舎
税
務
課
で

申
請
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

障
害
者
手
帳
・
納
税
通
知
書
・

印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。昨
年

と
同
じ
車
両
で
減
免
制
度
を
受

け
る
方
は
各
庁
舎
総
合
窓
口
課

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
稲
敷
市
役
所
税
務
課　
☎
０

２
９ｰ

８
９
２ｰ

２
０
０
０
（
内

線
４
５
１
０
）

市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：1万円

広告募集

●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線 5209）
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人
権
擁
護
委
員
を
知
っ
て
ま
す
か
？

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

８
７-

３
２
３
６（
直
通
）

●
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

南
井
純
雄

☎
０
２
９ｰ

８
９
２ｰ

２
６
４
０

林
崎
美
代
子

☎
０
２
９ｰ

８
９
２ｰ

６
２
５
１

墳
崎
昇	

☎
０
２
９ｰ

８
９
２ｰ

１
７
２
８

黒
田
輝
子

☎
０
２
９
７ｰ

８
７ｰ

３
９
７
８

幸
田
勝
夫

☎
０
２
９
７ｰ
８
７ｰ

２
０
４
２

石
田
馨

☎
０
２
９
９ｰ

７
９ｰ
２
６
４
９

坂
本
雅
夫

☎
０
２
９
９ｰ

７
８ｰ

２
５
６
９

遠
藤
政
男

☎
０
２
９ｰ

８
９
４ｰ

３
２
１
１

大
竹
信
彦

☎
０
２
９ｰ

８
９
４ｰ

２
５
５
４

　
昨
年
９
月
30
日
付
け
で
退
任

さ
れ
た
村
田
烈
氏
に
対
し
、
法

務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。２
期
６
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
人
権
擁
護
活
動
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

米
・
麦
・
大
豆
生
産
者

　
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
が
見
直
し

米
・
麦
・
大
豆
生
産
者
へ
の「
品

目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」
が

見
直
さ
れ
、
４
月
か
ら
「
水
田

経
営
所
得
安
定
対
策
」
と
い
う

名
称
に
変
わ
り
、
小
規
模
農
家

に
も
加
入
の
道
が
開
か
れ
ま
す
。

▽
主
な
見
直
し
内
容

①
米
・
麦
・
大
豆
に
つ
い
て
、

熱
意
を
持
っ
て
営
農
に
取
組
み
、

周
囲
か
ら
も
地
域
農
業
の
担
い

手
と
認
め
ら
れ
た
方
（
認
定
農

業
者
と
集
落
営
農
組
織
）
が
本
対

策
へ
加
入
で
き
る
よ
う
、
市
町

村
特
認
制
度
を
新
設
し
ま
す

②
農
家
へ
の
交
付
金
の
支
払
時

期
を
早
く
し
ま
す

③
提
出
書
類
を
大
幅
に
削
減
、

簡
素
化
し
、
申
請
時
期
を
４
月

〜
６
月
に
一
本
化
し
ま
す

④
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策

（
旧
ナ
ラ
シ
対
策
）
を
充
実
さ
せ
、

大
幅
な
収
入
減
収
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。な
お
、

生
産
調
整
実
施
者
で
あ
る
か
を

国
が
確
認
し
ま
す

●
稲
敷
市
農
政
課
（
東
庁
舎
）　

☎
０
２
９
９ｰ

７
８ｰ

３
３
８
５

●
茨
城
農
政
事
務
所
地
域
第
二

課　
☎
０
２
９ｰ

８
４
３ｰ

６
８

７
５

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
務
所
移
転
の
お
知
ら
せ

４
月
１
日
か
ら
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
務
所
を
、
こ
れ

ま
で
の
市
民
研
修
セ
ン
タ
ー
か

ら
旧
君
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
へ
移
転
し
ま
し
た
。な
お
、

新
利
根
連
絡
所
は
新
事
務
所
に

統
合
し
ま
し
た
。ま
た
、
桜
川

連
絡
所
は
、
桜
川
・
東
地
区
と

し
て
従
来
ど
お
り
業
務
を
行
い

ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
豊
か
な
知
識
や

経
験
、
技
術
を
活
か
し
た
就
業

機
会
の
提
供
を
通
じ
て
、
地
域

社
会
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

●（
社
）稲
敷
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
務
所

▽
住
所
：
〒
３
０
０ｰ

０
５
２
７

稲
敷
市
下
君
山
３
７
８
番
地

（
君
賀
小
学
校
と
な
り
）　

☎
０
２
９ｰ

８
９
２ｰ

３
３
２
３

／
fax
０
２
９ｰ

８
９
２ｰ

７
０
５
１

●
同
桜
川
連
絡
所

▽
住
所
：
〒
３
０
０ｰ

０
６
９
２

稲
敷
市
須
賀
津
２
０
８
番
地

（
桜
川
分
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９ｰ

８
９
２ｰ

２
０
０
０

（
内
線
４
９
３
１
）

昭
和
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
法
務
省
と
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
毎
年

６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
人
権
擁
護
委

員
制
度
の
周
知
と
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住

民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ

う
に
常
に
注
意
を
払
い
、
も
し
、

人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
相
談
を
受
け
、
被
害
者
救

済
の
た
め
に
速
や
か
に
適
切
な

処
理
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ

い
て
、
街
頭
啓
発
や
講
演
会
を

通
じ
て
、
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
の
活
動
に
も
務
め
て
い

ま
す
。

　
人
権
問
題
な
ど
で
お
困
り
の

方
の
相
談
を
人
権
擁
護
委
員
が

受
け
付
け
ま
す
。

●
稲
敷
市
人
権
同
和
対
策
室

（
新
利
根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７ｰ



児
童
福
祉
週
間

子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
つ
い
て
国
民
全

体
で
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の

日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福

祉
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育

つ
こ
と
、
こ
れ
は
社
会
の
宝
で

あ
る
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
国

民
全
体
の
願
い
で
あ
り
、
す
べ

て
の
子
ど
も
が
家
庭
や
地
域
に

お
い
て
、
豊
か
な
愛
情
に
包
ま

れ
な
が
ら
、
夢
と
希
望
を
持
っ

て
、
未
来
の
担
い
手
と
し
て
個

性
豊
か
に
、
た
く
ま
し
く
育
っ

て
い
け
る
よ
う
な
環
境
、
社
会

を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
市
で
は
、
期
間
中
に
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
い
ア
イ
」

に
お
い
て
「
元
気
に
あ
そ
ぼ
う

児
童
福
祉
週
間
」
が
、
開
催
さ

子
育
て
支
援

　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
に
夢
と
希
望
を

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
以

下
の
よ
う
な
問
題
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。○
強
引

な
勧
誘
で
仕
方
な
く
契
約
し
た
。

○
契
約
後
、
商
品
な
ど
に
つ
い

て
嘘
の
説
明
が
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。○
ハ
ガ
キ
や
メ
ー

ル
な
ど
に
よ
る
架
空
請
求
。○

借
金
の
返
済
が
難
し
く
な
っ
た
。

○
そ
の
他
、
消
費
生
活
に
関
す

る
こ
と
。

　
ま
た
、
出
前
講
座
も
行
っ
て

い
ま
す
。お
気
軽
に
お
電
話
下

さ
い
。

▽
相
談
日
時
：
月
、
水
、
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
9
時
30

分
～
12
時
、
午
後
1
時
～
午
後

4
時
30
分

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　
☎
０
２
９
９ｰ

７

８ｰ

３
１
１
５　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

各
種
相
談
に
応
じ
ま
す

５
月
１
日
か
ら
住
民
票
や
戸
籍

証
明
書
な
ど
の
交
付
申
請
時
に

本
人
確
認
が
法
律
上
の
ル
ー
ル

に
な
り
ま
す
。本
人
確
認
書
類

と
し
て
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド（
顔
写
真
付
き
の
も
の
）、
運
転

免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
が

あ
り
ま
す
。　
※
住
民
票
な
ど

を
同
世
帯
以
外
の
方
が
申
請
さ

れ
る
場
合
は
原
則
「
委
任
状
」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
市
民
生
活
部
市
民
課
（
桜
川

庁
舎
）　

☎
０
２
９ｰ

８
９
２ｰ

住
民
票
な
ど
の
交
付
申
請

　
　
　
　
　
本
人
確
認
が
必
要
で
す

家
庭
優
待
制
度

県
で
は
、
社
会
全
体
で
子
育
て

家
庭
を
応
援
す
る
「
い
ば
ら
き

子
育
て
家
庭
優
待
制
度
」
を
昨

年
10
月
21
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。「
い
ば
ら
きKids 

Club

」カ
ー
ド
を
協
賛
店
舗
な

ど
で
提
示
す
る
と
、
料
金
割
引

や
粗
品
進
呈
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

が
受
け
ら
れ
ま
す
。協
賛
店
は

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。妊
娠
中
の
方
や

在
宅
の
お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家

庭
の
方
は
、
カ
ー
ド
を
各
総
合

窓
口
課
（
新
利
根
庁
舎
は
児
童
福

祉
課
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
対
象
：
子
育
て
家
庭
（
18

歳
未
満
）、妊
娠
中
の
方　

●
茨
城
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も

家
庭
課　
☎
０
２
９ｰ

３
０
１ｰ

３
２
６
１

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）　

☎
０
２
９
７ｰ

８
７

ｰ

３
２
４
７

れ
ま
す
。（
詳
し
く
は
、
18
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

２
０
０
０（
内
線
４
２
０
０
）
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くらしと情報

稲
敷
盆
栽
会

春
季
展
示
会
開
催

盆
栽
・
小
品
盆
栽
・
山
野
草
な

ど
約
30
席
を
展
示
。盆
栽
相
談

コ
ー
ナ
ー
、
即
売
コ
ー
ナ
ー
も

併
設
。今
や
世
界
の
共
通
語
Ｂ

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
。凝
縮
さ
れ
た
自

然
の
美
を
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。

　
▽
期
日
：
６
月
６
日（
金
）〜

８
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
５

時（
最
終
日
は
午
後
３
時
迄
）　
▽

会
場
：
鳩
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー

●
稲
敷
盆
栽
会
会
長
・
黒
田
芳

雄　
☎
０
２
９
９ｰ

７
９ｰ

１
５

４
８健

康
教
室

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

最
近
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て
、
宮
本

二
郎
先
生
（
宮
本
病
院
長
）
が
講

演
し
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、

電
話
も
し
く
は
病
院
受
付
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。な
お
、

送
迎
サ
ー
ビ
ス
も
行
い
ま
す
の

で
一
週
間
前
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。　
▽
日
時
：
６
月
５
日

（
木
）午
後
１
時
〜
２
時
30
分　

▽
：
宮
本
病
院　
健
康
教
室　

▽
定
員
：
１
０
０
人　
▽
参
加

費
：
無
料　
▽
問
い
合
わ
せ
：

宮
本
病
院　
地
域
医
療
連
携
室

☎
０
２
９
９ｰ

７
９ｰ

２
１
１
４

み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル

こ
こ
ろ
の
講
演
会

第
７
回
こ
こ
ろ
の
講
演
会
を
、

５
月
24
日（
土
）に
行
い
ま
す
。

講
演
会
参
加
は
無
料
で
す
の
で

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

第
一
部　
▽
時
間
：
午
後
１
時

50
分
〜
２
時
30
分（
開
場
：
午
後

１
時
30
分
）　
▽
講
師
：
阿
部
信

幾
（
群
馬
県　

浄
土
真
宗
西
福
寺

住
職
）　

▽
演
題
：
「
死
を
超

え
る
道
」

第
二
部　
▽
時
間
：
午
後
３
時

10
分
〜
４
時
10
分（
開
場
：
午
後

２
時
50
分
）　
▽
講
師
：
高
史
明

（
作
家
・
評
論
家
）　

▽
演
題
：

「
生
き
る
」

▽
会
場
：
み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ

ル
、６
Ｆ
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

▽
申
込
先
：
み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ

タ
ル
「
ホ
ス
ピ
タ
ル
こ
こ
ろ
の

講
演
会
事
務
局
」
☎
０
２
９
７

ｰ

８
７ｰ

３
３
２
２　
※
５
月
23

日（
金
）締
切

武
器
学
校

徒
歩
行
進
訓
練

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
で
は
、

隊
員
に
よ
る
徒
歩
行
進
訓
練
を

下
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時
：
５
月
16
日（
金
）

▽
場
所
：
稲
敷
市
和
田
公
園
〜

県
道
２
０
６
〜
国
道
１
２
５
〜

県
道
１
２
０
〜
国
道
１
２
５
〜

武
器
学
校　
▽
問
い
合
わ
せ
：

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校　
広
報

援
護
班　
☎
０
２
９ｰ

８
８
７ｰ

１
１
７
１

法
テ
ラ
ス

ト
ラ
ブ
ル
解
消

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
お
困

り
の
方
に
、
最
適
な
相
談
窓
口

や
解
決
に
役
立
つ
法
制
度
に
関

す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
資
力
の
少
な
い
方
を

対
象
と
し
た
無
料
法
律
相
談
の

ご
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
☎
０
５
７
０ｰ

０
７
８
３
７

４（
お
な
や
み
な
し
）

▽
開
設
時
間
：
月
〜
金
曜
日
は

午
前
９
時
〜
午
後
９
時
、
土
曜

日
は
午
後
５
時
ま
で
。（
日
曜
日

と
祝
日
は
休
み
で
す
）

▽
問
合
せ
：
法
テ
ラ
ス
茨
城
☎

０
５
０ｰ

３
３
８
３ｰ

５
３
９
０

第
57
回
利
根
川

水
系
連
合
水
防
演
習

千
葉
県
栄
町
水
防
団
に
よ
る
水

防
訓
練
、
自
主
防
災
会
に
よ
る

訓
練
、
自
衛
隊
・
県
警
・
消
防

本
部
・
日
本
赤
十
字
社
に
よ
る

救
出
・
救
護
訓
練
、
炊
き
出
し

訓
練
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛

り
沢
山
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
家
族
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
５
月
17
日（
土
）雨
天

決
行　
午
前
８
時
50
分
〜
午
後

12
時
30
分　
※
体
験
・
展
示
コ

ー
ナ
ー
は
午
後
２
時
ま
で

▽
会
場
：
千
葉
県
印
旛
郡
栄
町

出
津
地
先
（
利
根
川
河
川
敷
）
※

駐
車
場
あ
り

▽
問
合
せ
：
国
土
交
通
省
利
根

川
下
流
河
川
事
務
所
防
災
対
策

課　
☎
０
４
７
８ｰ

５
２ｰ

６
３

６
５税

務
署

相
談
の
事
前
予
約

５
月
１
日（
木
）か
ら
、
国
税
に

関
す
る
ご
相
談
の
う
ち
、
内
容

が
複
雑
で
事
実
関
係
を
確
認
す

る
必
要
が
あ
る
ご
相
談
等
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
税
務
署
に
電

話
予
約
を
い
た
だ
い
た
上
で
の

面
接
相
談
と
な
り
ま
し
た
。国

税
に
関
す
る
ご
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
ま
ず
電
話
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
竜
ヶ
崎
税
務
署　
☎
０
２
９

７ｰ

６
６ｰ

１
３
０
３
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5月8日（木）	 ふれあいセンター	 弁
5月15日（木）	 江戸崎公民館	 司
5月22日（木）	 桜川庁舎	
5月29日（木）	 東分庁舎
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後１時30分〜４時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制。弁＝弁護士、司＝司法書士に相談できます　申込：
稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます　問：稲敷市
総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権同和対策室（新利根庁舎）tel.029-	
892-2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
スクールカウンセリング
臨床心理のカウンセラーが面接や電話でお答えします。
▽対象：市内小中学校　▽申込：予約制　▽日時：午前9時
〜午後5時／面接：江中＝火曜、新中＝木曜
●江戸崎中学校相談室tel.029-892-3780
●新利根中学校相談室tel.0297-87-5033
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障害など、乳幼児から児童に関
する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みにお答えします。
▽日時：5月15日（木）、5月29日（木）午前10時〜午後4時
　▽場所：各公民館、生涯学習センター　▽申込：予約制
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-	
3439

教育に関する相談

市からのさまざま情報を、
携帯電話やパソコンへ配信
します。
▽PC用：市HPから
▽携帯用：http://www.
city.inashiki.lg.jp/mail_
service/mobile/ ※ QR コ
ードは裏表紙

情報メール配信 市の人口（常住人口）
総人口：47,870（-124）
　　男：23,653（-71）
　　女：24,217（-53）
世帯数：14,873（2）
※4月1日現在。かっこ内は前

月比

生活相談
隣保館の設置されていない地域
の生活や人権などの問題につい
て、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日、午前9時
〜正午　▽場所：新利根庁舎、
小角地区農村集落センター
●稲敷市人権同和対策室（新利
根庁舎）tel.029-892-2000（内
線3300）

5月の納税
▽納期限：6月2日（月）
軽自動車税　全期

5月20日（火）　江戸崎庁舎	 5月21日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付＝５
月１２日（月）午前8時30分〜／定員＝各会場6名。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談
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くらしと情報

5月3日（土）	 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 かたやま耳鼻咽喉科（阿見町）tel.029-887-3349
5月4日（日）	 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
	 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
5月5日（月）	 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
	 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
5月6日（火）	 矢野整形外科医院（浜新宿）tel.029-892-2127
	 小林医院（阿見町）tel.029-889-1134
5月11日（日）	 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
	 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
5月18日（日）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
5月25日（日）	 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
	 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
6月1日（日）	 坂本医院：坂本隆二（桑山）tel.029-892-2232
	 沼崎医院（美浦村）tel.029-885-2358
6月8日（日）	 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
	 宮崎こどもクリニック（阿見町）tel.029-887-3510
6月15日（日）	 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
6月22日（日）	 佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
	 河合内科医院（阿見町）tel.029-843-3301
6月29日（日）	 いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応。
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：平日＝午後6時30分〜午後10時30分
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定・公衆電話から＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

囲碁教室	 月曜、午後1時〜
陶芸教室（予約制）	 火、木曜＝午後1時〜／日曜＝午前9時〜
カラオケ愛好会	 火、土曜午後1時30分〜
梅さんの落語会	 5月9日（金）午前10時30分〜
太極拳教室	 5月14日（水）午後1時30分〜
生花教室	 5月15日（木）午後1時30分〜
ゆきちゃんの音楽会	 5月16日（金）午後2時〜
手話愛好会	 5月16日（金）午後7時〜
茶道教室	 5月22日（木）午前10時〜
料理教室	 5月26日（月）午前10時〜
リハビリ体操教室	 5月26日（月）午後1時〜
絵手紙教室	 5月28日（水）午後1時30分〜
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）
tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

▽日時：５月１日（木）、８日（木）、22日（木）午後2時10分〜30分
　▽場所：江戸崎庁舎第2駐車場奥　▽手数料：2,000円（1匹）
●稲敷市生活環境課tel.029-894-2327

犬猫引取
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1

3

4

1
入
学
式

幼
稚
園
が
４
月
７
日
、
小
学
校
と
中
学
校
が
同
じ
日
の
４
月

８
日
に
、
市
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。両
日
と
も
あ
い
に

く
の
雨
模
様
。特
に
８
日
は
雨
の
他
に
強
風
も
加
わ
り
、
桜

の
花
も
不
機
嫌
そ
う
な
一
日
で
し
た
。そ
れ
で
も
新
入
生
が

何
年
か
経
っ
て
入
学
式
を
思
い
出
す
と
き
は
、
印
象
に
残
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。（
写
真
は
浮
島
小
学
校
）

2
旧
宮
本
邸
ち
ゃ
ん
こ
イ
ベ
ン
ト

浮
島
の
旧
宮
本
邸
で
４
月
６
日
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
お
宅
は
、宮
本
澄
江
さ
ん
よ
り
、市
に

寄
贈
に
な
っ
た
も
の
。今
回
は
宮
本
さ
ん
か
ら
の
ご
提
案
で
、

千
田
川
親
方（
元
関
脇
：
安
芸
乃
島
）を
は
じ
め
、
高
田
川
部
屋

の
力
士
が
訪
れ
、
ち
ゃ
ん
こ
鍋
を
作
り
、
訪
れ
た
約
６
０
０

人
の
お
客
さ
ん
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
Ｊ
Ａ
稲
敷
か

ら
も
ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
の
お
に
ぎ
り
が
無
料
配
布
さ
れ
た

り
、龍
神
太
鼓
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

3
左
官
講
習
会

稲
敷
左
官
組
合
で
は
、
若
い
左
官
職
人
の
技
術
力
を
高
め
よ

う
と
、
県
立
鹿
島
産
業
技
術
専
門
学
院
と
共
同
で
、
左
官
講

習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
の
講
習
会
は
昨
年
に
つ
づ
き
2

回
目
。今
年
は
、漆
喰
を
つ
か
っ
た
海
鼠
壁（
生
子
壁
）に
挑
戦
。

若
手
職
人
14
人
が
約
10
日
間
で
９
間（
16
ｍ
）の
壁
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

4
稲
敷
市
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

　
　
「
ハ
ー
ト
ピ
ア
い
な
し
き
」が
完
成

稲
敷
市
で
は
、
こ
の
た
び
稲
敷
市
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー
ハ
ー

ト
ピ
ア
い
な
し
き
を
建
設
し
、
４
月
１
日
か
ら
開
所
し
ま
し

た
。場
所
は
、あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
前
。当
初
の
受

2a



17　広報稲敷平成20年5月号

で・き・ご・と
3-4月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

8b

7

68c

5

け
入
れ
は
45
人
で
す
。こ
の
施
設
は
１
０
０
人
ま
で
受
け
入

れ
可
能
で
す
。（
写
真
は
３
月
25
日
の
竣
工
式
）

5
古
渡
橋
開
通

３
月
25
日
、
地
区
の
念
願
だ
っ
た
古
渡
橋
が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
以
前
の
橋
の
老
朽
化
が
激
し
く
、
新
た
に
架
け
替
え

た
も
の
。国
の
天
然
記
念
物「
大
ひ
し
く
い
」の
越
冬
を
妨
げ

な
い
よ
う
に
冬
場
の
作
業
を
差
し
控
え
て
の
事
業
で
、
足
掛

け
７
年
の
工
事
期
間
と
な
り
、
こ
の
ほ
ど
念
願
の
開
通
と
な

り
ま
し
た
。

6
お
囃
子
教
室
の
生
徒
が
施
設
を
慰
問

江
戸
崎
囃
子
連
で
は
昨
年
9
月
か
ら
市
内
の
小
学
生
な
ど
を

対
象
に
、お
囃
子
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。３
月
15
日
、活
動

の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
す
だ
ち
の

里
と
宝
永
館
を
慰
問
し
ま
し
た
。半
年
間
の
練
習
を
重
ね
た

笛
、
太
鼓
な
ど
で「
大
杉
あ
ん
ば
」「
あ
ん
ば
」「
八
木
節
」な

ど
を
奏
で
ま
し
た
。

7
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

３
月
17
日
、
稲
敷
市
第
９
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
各
支

部
代
表
の
16
チ
ー
ム
の
参
加
の
も
と
、
東
地
区
の
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。成
績
は
左
記
の
通
り
で
す
。

（
優
勝
福
田
チ
ー
ム
・
準
優
勝
駒
塚
チ
ー
ム
・
第
３
位
曽
根
チ
ー
ム
・

敢
闘
賞
西
代
チ
ー
ム
）

8
善
意
の
寄
贈

３
月
13
日
に
聖
苑
香
澄
売
店
組
合
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
が
聖
苑
香
澄
に
送
ら
れ
ま
し
た
（
８
ａ
）。ま
た
4

月
2
日
に
は
市
内
の
新
一
年
生
全
員
に
常
陽
銀
行
か
ら
防
犯

ブ
ザ
ー
が（
８
ｂ
）、
Ｊ
Ａ
稲
敷
か
ら
は
学
童
帽（
８
ｃ
）が
送

ら
れ
ま
し
た
。

8a



稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

今回はサーキット・こいのぼり作りで
す。ぜひ、あそびに来て下さい。　▽
日時：５月８日（木）午前10時30分～
11時30分　▽対象：就園前の子ども
と保護者（30組）　▽申込：あいアイへ
5月7日（水）まで

ボランティアさんの指導による手芸講
座、今回は「布バック作り」を予定して
います。詳細は、つばさ・ひまわり通信
をご覧ください。

子育て講座開催－１歳児のこころ－
ひとりで立って歩き始めるこの時期、
「マンマ」「パパ」など意味のある単語
も聞けるようになります。喜怒哀楽が
はっきりしてきて、怖がったりかん
しゃくをおこしたりと接し方が難しく
なる時期でもあります。ぜひ、この機
会に子育ての大切なヒントを得てくだ
さい。　▽日時：5月19日（月）午前
10時30分～ 11時30分　▽対象：1
歳～ 1歳半までの子どもと保護者（20

組）　▽講師：鈴木由美子氏（心理士）　
▽申込：あいアイへ5月16日（金）まで

元気にあそぼう－児童福祉週間－
あいアイでは、「児童福祉週間」にちな
み、楽しいイベントを計画しています。

５月８日（木）	 赤ちゃん体操、ふれあい遊び（８か月〜１	
		 歳３か月）

５月９日（金）	 手芸講座（布バック）（どなたでも、12組）
５月13日（火）	 森林公園に行こう（どなたでも）＊現地集合
５月15日（木）	 手遊び・赤ちゃん体操（１歳３か月〜１歳	
		 ８か月）

５月20日（火）	 手遊び・ふれあい遊び（１歳８か月〜２歳半）
５月22日（木）	 手遊び・望遠鏡を作ろう（２歳半〜３歳半）
５月27日（火）	 手遊び・望遠鏡を作ろう（３歳半〜）
５月29日（木）	 給食試食体験（離乳食完了児、12組）
		 サロンの日（どなたでも）
ひまわり
▽時間：午前10時〜11時30分
５月９日（金）	 手芸講座（布バック）（どなたでも、12組）	
		 ＊会場：つばさ
５月13日（火）	 森林公園に行こう（どなたでも）＊現地集合
５月14日（水）	 サロンの日（子育てトーク、育児相談を含む）
		 （どなたでも）

５月21日（水）	 手遊び、望遠鏡を作ろう（どなたでも）
５月29日（木）	 給食試食体験（離乳食完了児、12組）

あそびの広場日程

あいアイ
▽時間：午前10時30分〜11時30分　▽対象：０歳〜
就園前
５月７日（水）	 すくすくday ／東保健センター
５月８日（木）	 元気にあそぼう／あいアイ
５月９日（金）	 ママとあそぼう（０歳〜１歳半）／あい	
		 アイ
５月13日（火）	 体を動かしてあそぼう／東保健センター
５月14日（水）	 体を動かしてあそぼう／江戸崎保健セ	
		 ンター
５月15日（木）	 体を動かしてあそぼう（１歳半〜）／あい	
		 アイ
５月16日（金）	 体を動かしてあそぼう／桜川保健センター
５月22日（木）	 すくすくday ／東保健センター
５月23日（金）	 誕生会（５月生まれ）／あいアイ
つばさ
▽時間：午前10時〜11時30分
５月１日（木）	 赤ちゃん体操、ふれあい遊び（妊婦、７	
		 か月までの赤ちゃん）

あいアイ

　
　　つばさ・ひまわり

あいアイでは親子でおやつ作り

広報稲敷平成20年5月号　18



●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

	 もう一度ご確認ください
	 　各種お知らせの確認
３月に下記のものを、郵送・配布しました。お手元に届い
ていない方は、お問い合わせください。
成人を対象としたもの
健診で病気の早期発見、生活習慣の見直しをしましょう。
▷稲敷市保健行事予定表（各種健診・健康教室・こころの相
談等について）

▷20年度健康教室のお知らせ（お申し込みお待ちしていま
す）

妊婦を対象としたもの
▷健診受診票追加分（前期後期２回補助から、５回補助になり
ました。週数に応じて追加分を郵送しました）

乳幼児を対象としたもの
▷稲敷市すくすくカレンダー
　＜訂正のお願い＞※以下の通り訂正願います
　離乳食相談　（誤）8月19日（火）→（正）8月27日（水）
　会場：ふれあいセンター
▷乳児の健診受診票（受診月齢が変更になりました）
予防接種
予防接種は、病気の罹患・流行を予防するためにとても大
切です。対象年齢内に、接種をお願いします。

6月の行事予定

▷年長児相当年齢への麻しん風しん予防接種のお知らせと
予診票
▷小学４年生の日本脳炎予防接種のお知らせ
▷小学６年生の二種混合予防接種のお知らせと予診票
▷高校３年生相当年齢への麻しん風しん混合予防接種のお
知らせと予診票
▷中学１年生への麻しん風しん混合予防接種のお知らせ
（市外通学者には予診票も配布）

　　	 子育てサポーター
	  協力者の募集について
母子保健事業の協力者として、子育てサポーター（市の養
成講座を修了した方）を募集します。ご協力いただける方は、
必要書類を送りますので、健康増進課までご連絡ください。
▷依頼内容：事業名「子育てひろば」での離乳食調理実習時
の５～７ヶ月児の託児
▷日程：平成20年6月12日（木）／ 8月18日（月）／ 10	
月29日（水）12月11日（木）／平成21年2月10日（火）
※都合のよい日のみで、けっこうです。
▷時間：午前10時30分～ 11時30分
▷場所：江戸崎保健センター
▷謝礼：１回750円（交通費込み）

センター　▷6月18日（水）東保健セ
ンター
離乳食相談（予約制）　
▷6月19日（木）桜川保健センター
乳幼児健診
対象の方へ個別通知いたします。詳しく
は、すくすくカレンダーをご覧ください。
心の相談　
▷6月11日（水）桜川保健センター　

詳しくはすくすくカレンダーをご覧く
ださい。
予防接種（5月20日から予約受付）
■三種混合　▷6月9日（月）東保健セ
ンター　▷6月24日（火）江戸崎保健
センター
■ポリオ　▷6月6日（金）江戸崎保健

▷6月25日（水）ふれあいセンター
精神デイケア 　
▷6月25日（水）ふれあいセンター
総合健診予約　
■東保健センター　▷実施日：7月14
日（月）〜16日（水）　▷予約日：6月
12日（木）～ 13日（金）
■桜川保健センター　▷実施日：７月
22日（火）〜24日（木）　▷予約日：6
月18日（水）～ 19日（木）
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生涯学習
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

体育館　参加費：2,000円（教室初日に
徴収）　▽申込：生涯学習課に電話で申
込5月19日〜（土・日・祝日は除く）　▽
定員：30名

シニアスポーツ教室
シニアの方を対象に、スポーツ教室を
開催します。初めての方でも、気軽に
出来るスポーツばかりですので、運動
不足の方は、ぜひご参加ください。
●第1回目：5月22日（木）午前10時
～　▼会場：江戸崎体育館　▼種目：
安全吹き矢(フリーブロー )…吸盤のつ
いた安全な矢をターゲットに向かって
吹き得点を競うスポーツ。腹筋運動と
ともに有酸素運動にも。
●第2回目：5月29日（木）午前10時
～　▼会場：江戸崎体育館　▼種目：健
康体操…家でも気軽に出来る健康体操。
●第3回目：6月5日（木）午前10時～
　▼会場：江戸崎体育館　▼種目：ペ
タンク…少しのスペースで気軽に楽しめ
るフランス生まれのボールスポ―ツ。
●第4回目：6月12日（木）午前10時
～／雨天の場合13日（金）　▼会場：
江戸崎総合運動公園野球場　▼種目：
グラウンドゴルフ…ゴルフをアレンジ
したスポーツ。技術もルールも簡単。
●第5回目：6月19日（木）午前10時
～　▼会場：江戸崎体育館　▼種目：
ユニカール…氷のかわりにカーペット
をつかったカーリング。
▽申込：生涯学習課に電話で申込5月
12日〜（土・日・祝日は除く）　▽定員：
30名

を記入し、fax にて　▽申込先：江戸
崎体育館（fax029-892-8662（fax の
み、先着順受付）　※5月11日後のキャ
ンセルについては、参加料徴収。
●問合せ先：稲敷市体育協会硬式テニ
ス連盟・増田029-892-4845

バランスボール＆エアロ教室
バランスボールを使って、エアロビク
スや筋力トレーニングを行う教室で
す。　▽日時：6月4日〜7月23日（毎
週水曜日、全8回）午後7時30分〜8時
30分　▽場所：新利根総合運動公園

稲敷市春季硬式テニス大会
平成20年度稲敷市春季硬式テニス大
会を開催します。
▽日時：5月18日（日）、予備日25日
　受付開始午前8時30分〜、開会
9:00（態度決定7時）　▽種目：男子ダ
ブルス、女子ダブルス　▽会場：男子・
桜川総合運動公園、女子・新利根総合
運動公園　▽参加資格：オープン（テ
ニス指導を職業としている方は不可）　▽
参加料：1ペア2,000円（当日）　▽申
込：ペア氏名、電話番号、所属クラブ名

▽男子の部（4年）：優勝＝山口秀幸
▽男子の部（5年）：優勝＝仲山徹
▽女子の部（5・6年）：優勝＝水飼晴稀
▽男子の部（6年）：優勝＝大塚智昭
▽男子の部（中学）：優勝＝木内和希

バスケットボール大会
第3回稲敷市クラブバスケットボール
大会が、3月15日、16日に行われま
した。
▽男子の部：優勝＝A＆J▽女子の部：
優勝＝HI ー PRESSURES

　大会結果
　　　　　空手、バスケットボール

少年空手大会
第3回稲敷市長杯少年空手道大会が3
月9日に行われました。50名が参加
し優勝を競い合いました。
▽男子の部（3年）：優勝＝庄司圭汰
▽女子の部（3・4年）：優勝＝木内茜里

　教室＆大会のお知らせ
　　　      テニス、ニュースポーツなど
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	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー5月

母の日のおはなしや絵本を読みます。
折り紙でバラの花などを折ります。参
加費は無料です。
▽日時：5月10日（土）午前10時30
分～ 11時30分　▽場所：新利根公民
館2階和室

桜川公民館図書室
リサイクル本
リサイクル本のコーナーに無料配布の
本があります。ぜひお立ち寄りくださ
い。

恵、「3月30日」千原ジュニア、ほか

新着CD
「自己ベスト・2」小田和正、「あっ、ど
も。はじめまして。」GReeeeN 、「デ
ニム」竹内まりや、「アンブレイカブル」
バックストリート・ボーイズ、「5296」
コブクロ、「VOCALIST」１〜３徳永英
明、「愛　am BEST」大塚愛、「ゲド戦
記：サウンドトラック」寺嶋民哉、ほか

公民館図書室
江戸崎公民館図書室
おはなし会
ボランティアの方が絵本を読んだり、
エプロンシアターをしてくれます。
▽日時：5月17日（土）午後2時〜3時
　▽場所：江戸崎公民館和室1

新利根公民館図書室
おはなし会

市立図書館
5月の展示「楽しい山歩き｣
手軽に出来て運動不足の解消にも良い
と最近注目を集めている山歩きの本を
集めてみました。新緑が眼にまぶしい
この季節、お出かけの参考にどうぞ。

子ども映画会
▽題名：裸の王様（アニメ）　▽日時：5
月10日（土）、11日（日）午後2時〜（上
映時間50分）　▽申込：当日、図書館カ
ウンターへ申し込む　▽定員：70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれたり、手品をします。
▽日時：5月25日（日）午前10時30
分〜

新着図書
「菜種晴れ」山本一力、「薔薇のない花
屋」野島伸司、「とける、とろける」唯川

新着図書（図書館）
「こうふくあかの」
西加奈子、「鼓笛
隊の襲来」三崎亜
記、「ジーン・ワル
ツ」海堂尊、「みに
くいあひる」谷村
志穂　※写真左か
ら

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
	 	 	 	 	 1	 2	 3
	 4	 5	 6	 7	 8	 9	 10
	 11	 12	 13	 14	 15	 16	 17
	 18	 19	 20	 21	 22	 23	 24
	 25	 26	 27	 28	 29	 30	 31
江戸崎図書室
毎週月曜日、5月3日（土）～ 7
日（水）休室
桜川図書室
毎週月曜日、５月３日（土）〜６日
（火）休室
新利根図書室
毎週月曜日、5月3日（土）、５日
（月）〜7日（水）休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時
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羅ら

漢か
ん

と
は
、
梵ぼ
ん

語ご

ア
ル
ハ
ン
の

音
写
で
、
阿
羅
漢
の
略
で
す
。

五
百
羅
漢
は
十
六
羅
漢
、
十
八

羅
漢
と
と
も
に
仏
教
に
お
け
る

聖
者
の
一
群
の
総
称
で
、
尊
敬

を
受
け
る
人
の
事
で
す
。

　

つ
ま
り
厳
し
い
仏
道
羅
漢
の

修
業
を
し
て
、
心
身
を
悩
ま
す

い
っ
さ
い
の
欲
望
を
断
ち
、
悟

り
を
開
い
た
者
で
、
他
の
人
々

か
ら
供
養
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ

し
い
人
の
こ
と
で
す
。

　

仏ぶ
っ

陀だ

入に
ゅ
う

滅め
つ

後
、
そ
の
教
え

を
広
め
る
た
め
の
経
典
づ
く
り

に
五
百
人
の
羅
漢
た
ち
が
集
ま

り
、
編
さ
ん
に
力
を
そ
そ
い
だ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。後
世
に
な

る
と
中
国
や
日
本
で
五
百
羅
漢

信
仰
が
興
り
、
石
像
や
木
像
、

絵
画
に
表
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
瑞ず
い

祥し
ょ
う

院い
ん

の
五
百
羅

漢
は
石
造
り
で
、
竹
林
に
囲
ま

れ
た
小
高
い
裏
山
に
し
ん
と
静

ま
り
返
っ
て
在
り
ま
す
。こ
の

裏
山
は
通
称
羅
漢
山
と
呼
ば
れ
、

江
戸
崎
八
景
の
ひ
と
つ
「
羅ら

漢か
ん

山や
ま

の
夕ゆ
う

照し
ょ
う」
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

寺
に
は
、
二
つ
の
古
文
書
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
に
は
五
百
羅
漢
建

立
に
関
し
て
、
江
戸
崎
の
豊と

嶋し
ま

和わ

七し
ち

と
い
う
人
が
盲
目
の
兄
の

眼
が
見
え
る
よ
う
願
を
か
け
て

全
国
の
寺
社
を
詣
で
、
法
華
経

の
経
典
を
納
め
る
旅
を
果
た
し

た
後
、
五
百
羅
漢
建
立
と
い
う

壮
大
な
計
画
に
至
り
ま
し
た
。

そ
し
て
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）

時
の
瑞
祥
院
二
四
世
竜り
ゅ
う

峰ほ
う

禅ぜ
ん

師じ

と
檀
家
の
協
力
を
得
て
、
信

太
、
河
内
郡
は
じ
め
上
総
、
下

総
の
村
々
に
寄
進
を
求
め
、
着

工
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。そ
の

後
、天
明
、寛
政
、享
和
と
二
〇

余
年
を
経
て
文
化
元
年
（
一
八

〇
四
）
に
完
成
さ
せ
た
も
の
で

す
。

　

も
う
一
つ
は
「
五
百
羅
漢
持

物
名
記
」
と
い
う
も
の
で
、
羅

漢
の
名
前
と
持
ち
物
、
ど
う
い

う
姿
形
か
と
い
う
具
体
的
な
説

明
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。す
べ

て
の
五
百
羅
漢
の
決
ま
り
事
で

あ
り
、
石
工
は
こ
れ
を
手
本
に

一
体
ず
つ
彫
っ
て
い
き
ま
し
た
。

例
え
ば
羅
漢
名
「
修
無
徳
」
は

「
若
体
ニ
シ
右
ノ
手
ニ
テ
袈
裟

ヲ
ツ
カ
ミ
テ
立
ツ
右
向
ヘ
」
と

か「
勝
解
空
」は「
老
体
左
ヲ
見
、

手
ヲ
拱
ヌ
ク
」
な
ど
の
よ
う
に

で
す
。

　

和
七
は
文
化
八
年
（
一
八
一

一
）八
月
二
八
日
亡
く
な
り
、瑞

祥
院
裏
山
の
ふ
も
と
に
「
天
然

和
春
上
座　

五
百
羅
漢
大
願

主
」
と
刻
ま
れ
た
墓
石
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
昭
和
六
三
年
に
行
わ

れ
た
羅
漢
像
に
関
す
る
確
認
調

査
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

造
立
年　

安
永
九
〜
文
化
元
年

願
主　
　

豊
嶋
和
七

世
話
人　

木
村
五
良
右
エ
門
、

　

塚
本
市
良
左
エ
門
、
村
山
四

　

良
左
エ
門
、
田
村
清
右
エ
門
、

　

和
泉
田
伝
兵
衛
、
南
小
左
エ

　

門
、
大
黒
屋
庄
兵
衛
、
手
嶋

ふ
る
さ
と
探
訪
　
第
27
回

　
文
化
元
年
五
百
羅
漢
の
石
像
群
落
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
戸
崎
・
瑞
祥
院

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
菱
木
敏
子

　

伊
兵
衛

確
認
数　

四
九
三
基
（
土
に
埋

も
れ
て
い
た
残
り
の
石
像
を
後
に

発
掘
）。内
、
羅
漢
名
が
刻
ま
れ

て
い
る
数
が
八
〇
基

石
工　
　

江
戸
、伊
豆
屋
藤
助

寄
進
者
数　

茨
城
四
四
九
人
、

　

千
葉
八
七
人
、東
京
六
人
、

　

埼
玉
一
人
、未
確
認
九
人
。

　

計
五
五
二
人

参
考
文
献

○
江
戸
崎
町
史
編
さ
ん
資
料
・

　

江
戸
崎
の
石
仏
石
塔
（
三
）　

　
　
　
　
　
　
　

平
成
元
年

○
江
戸
崎
町
史　

平
成
五
年

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

①豊嶋和七の墓石（瑞祥院）

②羅漢名「阿那印提」両手
ノ間二経巻ヲ天地二シ持ツ

③五百羅漢の石像群
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ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

燦さ
ん
さ
ん々

と
三
月
の
陽
の
明
る
さ
よ	

坂
本
美
園（
戸
張
）

夜
明
待
ち
夕
暮
れ
待
ち
ぬ
老
日
永	

岡
沢
一
歩（
羽
賀
）

膝
小
僧
ふ
た
つ
揃
へ
て
雛
の
客	

溝
口
民
城（
高
田
）

早
春
賦
ふ
と
口
ず
さ
む
日
和
か
な	

宮
本
芳
子（
切
通
）

春
き
ざ
す
女
ふ
た
り
の
い
で
湯
旅	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

白
梅
や
筑
波
も
霞
ヶ
浦
も
青	

岡
村
敏
子（
新
山
）

母
よ
り
も
長
く
生
か
さ
れ
蕗
の
薹	

金
野
み
ど
り（
小
角
）

月
凛
と
ホ
テ
ル
八
階
二
月
尽	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
る
ひ
と
鍬
ひ
と
鍬
に	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

土
手
の
風
一
杯
吸
ひ
て
土
筆
摘
む	

田
中
千
代
子（
蒲
ヶ
山
）

彼
岸
入
り
オ
カ
リ
ナ
演
奏
老
の
宿	

武
部
三
郎（
小
角
）

春
愁
や
鉛
筆
に
あ
る
子
の
名
前	

篠
田
啓
子（
新
山
）

赤
き
芽
の
揃
ひ
て
お
り
し
牡
丹
か
な	
下
田
ま
さ
え（
月
出
里
）

蕗
の
薹
採
り
た
て
揚
げ
る
夕
食
か
な	
中
條
や
い
子（
大
宿
）

筑
波
よ
り
下
界
を
見
れ
ば
蕗
の
と
う	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

甘
き
香
の
ル
ビ
ー
の
ご
と
き
苺
か
な	

栗
山
美
鈴（
田
宿
）

千
切
り
に
合
わ
す
ハ
ミ
ン
グ
春
隣	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

花
満
開
な
れ
ど
淋
し
き
花
の
寺	

埜
口
信
子（
阿
波
）

ゴ
ミ
袋
運
ぶ
間
も
花
見
上
げ	

松
田
雪
江（
須
賀
津
）

枯
れ
草
を
抜
け
ば
飛
び
出
す
痩
せ
蛙	

小
貫
和
子（
浮
島
）

一
握
り
活
け
て
水
仙
香
の
や
さ
し	

松
田
敬
子（
岡
飯
出
）

雛
の
軸
掛
け
て
三
代
女
系
な
る	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

失
い
し
息そ
く

思
い
つ
つ
墓
掃
除
彼
岸
待
つ
我
に
し
と
し
と
と
雨	

内
田
君
代（
沼
田
）

山
茶
花
が
狭
庭
の
垣
根
に
紅
々
と
朝
日
に
輝て

る
も
ほ
ん
の
一
刻	

鴻
野
ハ
ル
エ（
田
宿
）

階
段
を
手
す
り
で
下
り
る
吾
が
前
を
と
ん
と
ん
と
ん
と
若
者
は
ゆ
く	

小
嶋
ふ
く
江（
大
宿
）

ひ
と
は
何
故
死
ん
で
し
ま
う
の
と
訊
く
幼
答
え
ら
れ
ず
に
た
だ
抱
き
し
め
ぬ	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

法
要
の
客
み
な
去
り
て
み
仏
の
前
に
座
れ
ば
こ
み
あ
ぐ
る
寂	

根
本
正
直（
門
前
）

蕗
の
薹
刻
む
厨
に
ほ
の
ぼ
の
と
春
の
香
り
の
漂
う
夕
べ	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

ま
た
一
人
こ
の
寒
空
に
旅
立
ち
ぬ
春
は
そ
こ
ま
で
来
て
る
と
云
う
に	

松
本
静
子（
西
町
）

病
め
る
娘こ

を
助
け
て
や
ら
ん
術
も
な
く
励
ま
し
の
声
電
話
に
託
す	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

花
よ
り
も
鼻
で
感
じ
る
春
と
な
り
街
に
咲
く
の
は
マ
ス
ク
の
花
か	

山
本
彰
治（
高
田
）

マ
フ
ラ
ー
の
手
編
み
の
よ
う
な
さ
ざ
波
が
寄
せ
る
川
辺
に
春
が
来
て
い
る	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

辞
書
重
し
ル
ー
ペ
片
手
に
目
を
凝
ら
す
晩
学
遅
々
た
り
歳
月
早
し	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

夫つ
ま

在あ

り
し
日
の
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
を
轟
か
せ
息
子
は
ゆ
っ
く
り
と
田
を
耕
せ
り	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

金
色
の
帯
く
き
や
か
に
引
き
な
が
ら
音
も
な
く
一
機
夕
空
を
ゆ
く	

川
村
と
み（
下
太
田
）

あ
の
人
が
笛
を
吹
い
た
ら
つ
い
て
い
く
モ
ラ
ル
が
同
じ
二
人
だ
か
ら	

永
井
由
紀
子（
柴
崎
）

き
は
だ
ち
し
葱
か
ら
し
菜
玉
葱
の
青
空
き
ら
き
ら
と
春
の
み
ち
く
る	

柳
町
ひ
さ（
柴
崎
）

球
場
を
守
り
続
け
て
平
和
な
世
次
の
世
代
に
バ
ト
ン
渡
さ
ん	

岡
野
千
惠
子（
伊
佐
津
）

つ
つ
が
な
く
歳
重
ね
て
さ
庭
べ
に
莟か
ん

芽が

を
抱
く
老
桜
見
上
ぐ	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

寺
庭
の
杉
の
切
株
に
腰
か
け
る
わ
が
膝
に
来
て
猫
は
目
を
閉
づ	

山
根
三
千
人（
西
代
）

冬
晴
れ
の
一
望
に
お
さ
め
く
っ
き
り
と
茜
の
空
に
遠
富
士
黒
し	

平
山
栄
子（
八
筋
川
）

曽
孫
に
せ
が
ま
れ
ボ
ー
ル
を
蹴
り
し
か
ど
こ
む
ら
が
え
り
に
夜
も
眠
れ
ず	

柴
崎
文
子（
町
田
）

一
夜
だ
に
看
と
ら
ず
母
を
逝
か
せ
し
を
詫
び
つ
つ
墓
の
草
を
引
き
を
り	

小
泉
實（
福
田
）

『
ひ
な
た
』と
う
名
前
の
よ
う
に
育
ち
た
る
孫
の
笑
顔
よ
も
う
十
二
歳	

根
本
邦
子（
押
砂
）

紅う

め梅
ひ
と
つ
咲
い
て
も
ニ
ュ
ー
ス
病
室
は
話
題
と
ぼ
し
く
繰
り
言ご
と

の
日
日	

川
崎
保
之
助（
幸
田
）
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ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで

編集後記　▽花々や新緑がきれいな時季になりました。でも何かと雨が多く感じたのは私だけで
しょうか？（ｉ）▽（池）（坂）に続き、自分もとうとう異動となりました。ドンよりした気持ちでマ
ックに向かったのも今ではいい思い出。広報にご協力いただいた皆さんに感謝します。ありがと
うございました。（新しい職場では借りてきた猫のG4出）▽今回から担当になりました。よろしくお
願いします。（D）　
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ぶら〜り・稲敷　no.35　古渡水の里公園

この公園は農業用排水の水質保全や排
水先の霞ヶ浦の水質保全、さらに地域
の環境や学校教育の場や地域の方々の
憩いの場として平成12年に完成しま
した。ちょうどゴルフ場の山と古渡小
学校のグランドに挟まれた東西に長い
形の公園で、公園内を人工の川と池が
縦断しています。
　特に印象的なのは3つの浄化池で
す。水質浄化のための池で、西側の2つ
の池には水生植物が植栽され、その間

を桟橋が架けられています。初夏には
ヨシやヒメガマ、それにアサザなどが
緑色に染まる頃には、回りの田園風景
とカエルの鳴き声と相まって、「なご
み」を与えてくれる空間です。また、数
百メートル先には桜川運動公園が有
り、散歩にも最適です。
　この公園には南側の山からのわき水
が流れる、もう一本の川もあります。隣
接する古渡小学校では、この川に毎年
蛍の幼虫を放流し夏の夜に鑑賞会を行

っています。今年も4月24日に子ども
達による放流が行われる予定で、7月
上旬の蛍の乱舞が楽しみです。




